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状況的契機 と成 り得たと考え られるのではな
いだろうか。
セメン ト彫刻と戦後野外彫刻の関係
このような造園における記念碑ではない彫
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刻のあり方が,野外彫刻へ至る一つの具体的
な展開として現われたものにセメント彫刻が
ある。昭和10年代にはセメント彫刻の研究団
体であるセメント工作研究会が存在 し,その
普及を推進する活動を行っている。そこでは
金属の代替材料とはいえ美術的価値を模索す
る積極的な意志を見ることができる。セメン
トは造園分野において も土木造形に使用 され
ていたものであるが,前述の研究会ではその
普及活動の一環として,造 園分野におけるセ
メント彫刻を積極的に推進 していた記録が見
て取れる。そのなかで同研究会が昭和17年に
出版 した 『セメント彫塑写真集』には,戦後
1951年に日比谷公園で開催 される 「白色ポル
トランドセメントによる野外創作彫刻展」の
出品作家である笠置季男の名前が確認できる。
また,そ の主催である東京都公園緑地部は,
戦後の都市荒廃と公園整備のために野外彫刻
展を企画 したというが,そ の背景には,上述
した公園計画における造園の彫刻観,そ して
その実践としての児童公園への彫刻設置が存
在すると考え られる。
つまり,野外彫刻の国内における発想の原
点 として,記 念碑銅像ではない彫刻のあり方
を求めていた造園思想 と,その需要から生ま
れた彫刻家の野外意識を位置付けることがで
きるのではないだろうか。
